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平
成
30
年
度  

新
た
な
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
始
動
し
ま
す

特 集

　

本
組
合
は
平
成
30
年
３
月
16
日
、
大
和

町
の
「
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
」
で
第
６
回
臨
時

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
長
は
栗
原

市
の
曽
根
堅
哉
総
代
が
務
め
、
総
代
の
定

数
３
０
２
人
の
う
ち
、
本
人
出
席
２
３
３

人
、
代
理
出
席
１
人
、
書
面
出
席
57
人
、
計

２
９
１
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
総
代
会
で
は
、
農
業
保
険
法

（
改
正
農
業
災
害
補
償
法
）
の
４
月
１
日
施

行
に
伴
い
、
大
き
な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
る

農
業
共
済
に
係
る
組
合
の
定
款
や
共
済
規
程

の
一
部
変
更
な
ど
を
含
む
11
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
る
農
業
共
済
制
度
で
は
、
組
合

員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
負
担
を
軽
減
す
る

と
い
う
観
点
か
ら 
①
農
作
物
共
済
の
任
意

加
入
制
へ
の
移
行 
②
一
筆
方
式
の
廃
止
と

一
筆
半
損
特
例
な
ど
の
導
入 
③
家
畜
共
済

の
死
廃
共
済
と
病
傷
共
済
の
分
離 
④
危
険

段
階
別
共
済
掛
金
率
の
義
務
化
な
ど
が
図
ら

れ
ま
す
。

　
農
業
共
済
と
平
成
31
年
１
月
か
ら
始
ま
る

収
入
保
険
の
両
制
度
を
担
う
組
織
と
し
て
、

全
て
の
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
を
届
け
て
い
く
た
め
、
新
た
な
気
持

ち
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
審
議
・
可
決
承
認
さ
れ
た
議

案
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
大
き
く
変
わ
る

農
業
共
済
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

第
１
号
議
案　
果
樹
共
済
に
係
る
本
組
合
定

款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

果
樹
共
済
の
樹
体
共
済
に
係
る
規
定
を
追
加

し
ま
し
た
。

第
２
号
議
案　
果
樹
共
済
等
に
係
る
本
組
合

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

果
樹
共
済
に
係
る
樹
体
共
済
及
び
収
穫
共
済

の
引
受
方
式
、
農
作
物
共
済
の
麦
に
つ
い
て

裸
麦
を
追
加
し
ま
し
た
。

第
３
号
議
案　
本
組
合
定
款
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
以
降
に
な
り
ま
す
。

第
４
号
議
案　
本
組
合
共
済
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
以
降
に
な
り
ま
す
。

第
５
号
議
案　
平
成
29
年
度
業
務
収
支
予

算
及
び
家
畜
診
療
所
収
支
予
算
の
変
更
に
つ

い
て

当
初
予
算
に
対
し
て
修
正
が
生
じ
た
た
め
変

更
し
ま
し
た
。

第
６
号
議
案　
平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課

単
価
及
び
賦
課
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

第
７
号
議
案　
農
作
物
共
済
（
麦
）
危
険
段

階
基
準
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

平
成
31
年
産
か
ら
適
用
す
る
掛
金
率
に
つ
い

て
、
組
合
員
の
被
害
率
を
基
礎
と
し
て
設
定

し
ま
し
た
。

第
８
号
議
案　
家
畜
共
済
危
険
段
階
共
済

掛
金
標
準
率
等
の
設
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
か
ら
適
用
す
る
掛
金
率
に
つ
い

て
、
組
合
員
の
被
害
率
を
基
礎
と
し
て
設
定

し
ま
し
た
。

第
９
号
議
案　
果
樹
共
済
危
険
段
階
基
準

共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

平
成
31
年
産
か
ら
適
用
す
る
収
穫
共
済
の
掛

金
率
、
平
成
30
年
度
か
ら
適
用
す
る
樹
体
共

済
の
掛
金
率
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
被
害
率

を
基
礎
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

第
10
号
議
案　
畑
作
物
共
済
危
険
段
階
基

準
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

平
成
31
年
産
か
ら
適
用
す
る
掛
金
率
に
つ
い

て
、
組
合
員
の
被
害
率
を
基
礎
と
し
て
設
定

し
ま
し
た
。

第
11
号
議
案　
園
芸
施
設
共
済
危
険
段
階

基
準
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
か
ら
適
用
す
る
掛
金
率
に
つ
い

て
、
組
合
員
の
被
害
率
を
基
礎
と
し
て
設
定

し
ま
し
た
。

議長を務めた曽根堅哉総代

　
賦
課
単
価
お
よ
び
賦
課
方
法

水
稲
共
済
割	

ａ
当
た
り 

30
円

麦
共
済
割	

ａ
当
た
り 

30
円

家
畜
共
済
割
（
共
済
金
額
１
万
円
当
た
り
）

　
大
家
畜
（
牛
・
馬
）

　
　
事
故
除
外
方
式
以
外	

１
４
０
円

　
　
事
故
除
外
１
号	

１
３
０
円

　
　
事
故
除
外
２
号	

５
円

　
　
事
故
除
外
３
号	

１
３
０
円

　
　
事
故
除
外
５
号	

１
０
０
円

　
種
豚

　
　
事
故
除
外
方
式
以
外	

１
２
０
円

　
　
事
故
除
外
１
号	

１
０
０
円

　
　
事
故
除
外
２
号	

５
円

　
　
事
故
除
外
４
号	

60
円

　
　
事
故
除
外
５
号	

60
円

　
肉
豚

　
　
事
故
除
外
方
式
以
外	

１
０
０
円

　
　
事
故
除
外
６
号	

５
円

 

（
注  

家
畜
共
済
割
に
つ
い
て

事
故
除
外
方
式
以
外
は
、
旧
共
済
規
程
第
51

条
を
適
用
し
な
い
方
式
で
す
。
ま
た
、
事
故
除

外
１
号
～
６
号
は
、
旧
共
済
規
程
第
51
条
第
１

項
第
１
号
～
第
６
号
を
適
用
す
る
方
式
で
す
。

果
樹
共
済
割

　
収
穫
共
済	

ａ
当
た
り 

２
５
０
円

　
樹
体
共
済	

ａ
当
た
り 

１
０
０
円

畑
作
物
共
済
割

　
農
作
物
（
大
豆
）	

ａ
当
た
り 

22
円

　
蚕
繭	

箱
当
た
り 

１
２
０
円

園
芸
施
設
共
済
割
（
ａ
当
た
り
）

　
ガ
ラ
ス
Ⅰ
類
（
木
・
竹
）	

３
５
０
円

　
ガ
ラ
ス
Ⅱ
類
（
鉄
骨
）	

３
５
０
円

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅰ
類

　

 

（
木
・
竹
）	

６
３
０
円

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅱ
類

　

 

（
パ
イ
プ
）	

６
３
０
円

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅲ
類

　

 

（
鉄
骨
下
）	

８
１
０
円

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅳ
類
甲

　

 

（
鉄
骨
中
軟
フ
ィ
ル
ム
）	

８
１
０
円

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅳ
類
乙

　

 

（
鉄
骨
中
硬
フ
ィ
ル
ム
）	

８
１
０
円

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅴ
類

　

 

（
鉄
骨
上
）	

８
１
０
円

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅵ
類

　

 

（
雨
よ
け
等
）	

６
３
０
円

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅶ
類

　

 

（
多
目
的
ネ
ッ
ト
）	

６
３
０
円

Ｑ 

第
６
号
議
案
の
賦
課
単
価
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
度
だ
け
に
適
用
す
る
単

価
か
。

Ａ 

今
回
提
案
し
て
い
る
賦
課
単
価
は
、
統
一

す
る
こ
と
で
検
討
し
た
結
果
で
す
。
状
況
に

大
き
な
変
化
が
な
け
れ
ば
、
当
面
は
提
案
の

賦
課
単
価
を
変
更
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ 

事
務
費
賦
課
金
に
つ
い
て
、
合
併
時

に
は
最
低
の
賦
課
単
価
に
す
る
こ
と
を

説
明
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
な
い
。
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮

し
て
効
率
化
、
経
費
節
減
に
努
め
る
と

し
て
い
た
が
、
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
。

Ａ 

最
低
賦
課
単
価
を
目
標
と
し
て
合
併
以

来
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
で
き
る
限

り
の
経
費
節
減
に
努
め
て
も
、
国
の
事
務
費

負
担
金
の
減
少
に
加
え
、
制
度
改
正
に
伴
っ

た
将
来
の
事
業
計
画
見
通
し
が
大
変
難
し

い
こ
と
か
ら
、
組
合
の
事
業
運
営
を
考
慮
し

て
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

Ｑ 

事
務
費
賦
課
単
価
に
つ
い
て
合
併
時

の
経
過
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
代
だ
け

で
は
な
く
、
組
合
員
に
対
し
て
も
文
書

等
で
丁
寧
に
説
明
す
る
な
ど
の
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

Ａ 

広
報
紙
「
和
み
」
３
月
号
で
総
代
会
の

内
容
を
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る

と
と
も
に
、
事
務
費
賦
課
単
価
に
つ
い
て
は

別
文
書
を
作
成
し
て
丁
寧
な
説
明
を
い
た

し
ま
す
。

Ｑ 

建
物
共
済
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
損
害

保
険
と
比
較
す
る
と
、
自
然
災
害
に
対

応
し
て
い
る
商
品
が
少
な
い
。
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
の
多
発
で
、
そ
れ
ら
に
対
応

し
た
補
償
の
充
実
を
要
望
す
る
。

Ａ 

建
物
共
済
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
宮

城
県
独
自
で
の
改
善
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

全
国
段
階
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

事
務
費
賦
課
単
価
が
統
一
さ
れ
ま
す

～
平
成
30
年
４
月
か
ら
適
用
～

主
な
質
問
・
意
見

質疑に応じる佐藤組合長

　
事
務
費
賦
課
単
価
は
、
合
併
当
初
か
ら
３
年
以
内
の
統
一
を
目
標
に
掲
げ
、
検
討
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
第
６
号
議
案
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
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表2）10アール当たり水稲共済掛金の全国的な試算
補償割合 ６割 ７割 ８割 ９割

一 筆 方 式
（H34年産から廃止） 160 264 － －

半相殺方式 97
(130)

188
(222)

379
(409) －

全相殺方式 － 184
(212)

351
(377)

735
(750)

地域インデックス方式 － 63
(101)

117
(164)

224
(280)

※単位は円/10アール、カッコ内は一筆半損特例を選択し
た場合の共済掛金。
※宮城県は全国と比較し被害が多いため、これよりも
高めになる見込みです。

１  

農
作
物
共
済
が
当
然
加
入
制

か
ら
任
意
加
入
制
に
移
行
し
ま
す

（
平
成
31
年
産
か
ら
）

　
こ
れ
ま
で
、
水
稲
30
㌃
、
麦
20
㌃
以
上
の

耕
作
を
行
う
農
業
者
に
対
し
て
農
作
物
共
済

（
水
稲
・
麦
）
の
加
入
が
義
務
付
け
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
31
年
産
か
ら
は
任
意
加

入
と
な
り
ま
す
。

　

水
稲
、
麦
の
別
に
そ
の
年
産
で
作
付
け
す

る
全
て
に
つ
い
て
加
入
申
し
込
み
を
し
、
共
済

掛
金
等
を
納
め
た
農
業
者
が
補
償
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

２  

農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
、

畑
作
物
共
済
の
引
受
方
式
が
見
直
し

さ
れ
ま
す

■
一
筆
方
式
が
廃
止
さ
れ
「
一
筆

　
半
損
特
例
」
が
導
入
さ
れ
ま
す

　
農
作
物
共
済
（
水
稲
・
麦
）
、
畑
作
物
共

済
（
大
豆
）
で
は
、
平
成
34
年
産
か
ら
一
筆

方
式
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
（
注
：
一
筆
方
式

の
廃
止
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
１
〜
２
年
延
期
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
）

　
た
だ
し
、
農
作
物
共
済
で
は
一
筆
方
式
の

加
入
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
産

か
ら
「
一
筆
半
損
特
例
」
が
新
設
さ
れ
ま
す

（
表
１
）
。

　
一
筆
半
損
特
例
は
、組
合
員
の
申
し
出
で
付

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
家
単
位
の
補
償

首
で
は
な
く
死
廃
事
故
時
点
の
資
産
価
値
で

評
価
し
ま
す
。

■
包
括
共
済
の
事
務
を

　
簡
素
化
し
ま
す

　
組
合
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
家
畜

の
異
動
の
都
度
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
申
告
す
る
現

行
の
仕
組
み
を
見
直
し
、
期
首
に
年
間
の
飼

養
計
画
を
申
告
し
、
期
末
に
掛
金
を
調
整
す

る
方
法
に
簡
素
化
し
ま
す
。

　
家
畜
共
済
は
、
家
畜
の
種
類
ご
と
に
全
頭

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
大
幅
な
事

務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

■
待
期
間
の
取
り
扱
い
が

　
変
わ
り
ま
す

　
導
入
後
２
週
間
以
内
に
生
じ
た
事
故
は
、

■
樹
園
地
単
位
方
式
と

　
特
定
危
険
方
式
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　
果
樹
共
済
（
り
ん
ご
・
な
し
）
で
は
、
近

年
頻
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
に
備
え
、
広
く

補
償
で
き
る
よ
う
、
平
成
34
年
産
か
ら
樹
園

地
単
位
方
式
と
特
定
危
険
方
式
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

■
補
償
割
合
の
選
択
が
で
き
ま
す

　
畑
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
で
は
、
組
合
員

の
掛
金
負
担
を
考
慮
し
、
補
償
割
合
を
選
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
表
３
）
。

３  

園
芸
施
設
共
済
は
、

周
年
加
入
に
一
本
化
し
ま
す

　

園
芸
施
設
共
済
で
は
、
被
覆
期
間
の
み

を
加
入
す
る
短
期
加
入
を
廃
止
し
、
一
年

間
の
周
年
加
入
に
整
理
し
ま
す
。
近
年
、

過
去
に
例
の
な
い
災
害
が
多
発
し
、
被
覆

期
間
以
外
で
も
園
芸
施
設
に
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
る
た
め
で
す
。
被
覆
し
て

い
な
い
期
間
の
被
害
率
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
共
済
掛
金
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
増
加

し
な
い
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
共
済
金
の
支
払
対
象
と
す
る
小
損

害
不
て
ん
補
の
基
準
に
つ
い
て
も
見
直
し
さ

れ
ま
す
。

４  

家
畜
共
済
の
内
容
が

一
新
し
ま
す

■
家
畜
共
済
が
死
廃
共
済
と

　
病
傷
共
済
に
分
離
し
ま
す

　

平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る

家
畜
共
済
か
ら
、
組
合
員
が
死
廃
事
故
と
病

傷
事
故
の
一
方
の
み
を
選
べ
る
と
と
も
に
、

別
々
の
補
償
割
合
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
（
表
４
）
。

■
死
廃
事
故
で
の
家
畜
の

　
資
産
価
値
が
拡
充
し
ま
す

　
肥
育
牛
な
ど
の
棚
卸
資
産
的
家
畜
は
、
期

方
式（
半
相
殺
方
式
な
ど
）に
加
入
し
た
場
合

で
も
、評
価
で
５
割
以
上
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
圃
場
に
対
し
て
損
害
を
別
に
計
算
し
共
済

金
を
支
払
う
仕
組
み
で
す（
図
１
）。

　
よ
り
安
い
掛
金
で
一
筆
ご
と
の
被
害
を
補

償
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
改
正
後
の
農

作
物
共
済
の
掛
金
率
は
今
夏
こ
ろ
に
決
ま
る

予
定
で
す
）（
表
２
）
。

　
な
お
、
現
行
の
一
筆
全
損
特
例
（「
10
割

減
収
」
と
評
価
し
て
平
年
の
７
割
分
を
支
払

い
。
）
は
引
き
続
き
措
置
さ
れ
ま
す
。

■
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
が

　
新
設
さ
れ
ま
す

　
さ
ら
に
、
農
作
物
共
済
、
畑
作
物
共
済
、

果
樹
共
済
で
は
、
平
成
31
年
産
か
ら
「
地
域

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
、
地
域
の
統

計
デ
ー
タ
を
用
い
て
共
済
金
を
支
払
う
仕
組

み
で
す
。
組
合
員
ご
と
に
地
域
の
過
去
５
カ

年
の
統
計
の
平
均
単
収
（
５
中
３
）
を
用
い

て
基
準
収
穫
量
を
設
定
し
、
当
年
の
統
計
単

収
が
基
準
収
穫
量
の
補
償
割
合
を
下
回
っ
た

場
合
に
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
補
償
割
合
は
、
９
割
、
８
割
、
７
割
の
３

段
階
か
ら
加
入
申
し
込
み
時
に
選
択
で
き
ま

す
。
共
済
掛
金
は
、
水
稲
共
済
の
場
合
、
全

国
的
な
試
算
で
他
の
方
式
よ
り
も
安
く
な
り

ま
す
（
表
２
）
。

　

な
お
、
飼
料
用
米
は
、
収
穫
量
の
統
計

デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、
こ
の
方
式
以
外
を
選

択
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
共
済
が
変
わ
り
ま
す

　
農
業
共
済
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
本
組
合
の
定
款
お
よ
び
共
済
規
程
の
一
部
を
変
更

し
ま
し
た
。
ま
た
、
共
済
規
程
の
名
称
が
事
業
規
程
に
変
わ
り
ま
す
。

図1）一筆半損特例とは

圃場Ａ 圃場Ｂ 圃場Ｃ

５割以上の
減収

　全相殺方式では、圃場Ａ〜Ｃの収穫量の合計が平年の9割を下回ら
ないと共済金が支払われませんが、一筆半損特例を付加した場合は、
評価で5割以上の収量減が見込まれる圃場Ｃは、「5割減収」として評
価し共済金を支払います。

図3）病傷共済の自己負担

現　
　
行

初 診 料
自己負担
（10割）

初診料以外の
診療費共済金

（10割）

⬇
診療費（初診料を含む）

見
直
し
後

　共　　済　　金（９割）

　自　己　負　担（ １ 割）

表3）畑作物共済と果樹共済の引受方式と補償割合
 畑作物共済 果樹共済 備　　考

半相殺方式 7割・6割・5割 ただし、大豆は
8割・7割・6割

全相殺方式 8割・7割・6割 7割・6割・5割 ただし、大豆は
9割・8割・7割

地域インデックス方式 9割・8割・7割 新　　設

一 筆 方 式 H34年産から
廃止

大災害発生の場合は
廃止を1〜2年延長

樹園地単位方式 H34年産から
廃止

大災害発生の場合は
廃止を1〜2年延長

特定危険方式
（半相殺・樹園地）

H34年産から
廃止

表1）農作物共済での一筆全損特例および一筆半損特例の取り扱い
引受方式 共済目的 補償割合 一筆全損特例 一筆半損特例

半相殺方式 水稲・陸稲・麦 8割・7割・6割 標準で対応 申し出で対応

全相殺方式 水稲・陸稲・麦 9割・8割・7割 標準で対応 申し出で対応

地域インデックス方式 水稲・陸稲・麦 9割・8割・7割 標準で対応 申し出で対応

一 筆 方 式
（H34年産から廃止） 水稲・陸稲・麦 7割・6割・5割

※一筆全損特例は、半相殺方式など各引受方式に加入することで自動的に付加されま
すが、一筆半損特例は組合員の申し出がないと付加されません。

表4）包括共済の家畜区分
死亡廃用共済

疾病傷害共済固定資産的
家　　　畜

棚卸資産的
家         畜

乳　用　牛 搾　乳　牛 育 成 乳 牛 乳　用　牛

肉　用　牛 繁殖用雌牛 育成・肥育牛 肉　用　牛

種　　　豚 種　　　豚 種　　　豚

肉　　　豚 肉　　　豚　 －

共
済
金
の
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
（
待
期
間
）

が
、
共
済
加
入
者
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜
は

共
済
金
の
支
払
い
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
待
期
間
中
で
も
、
外
傷
な
ど
の
事

故
の
発
生
が
導
入
後
と
立
証
で
き
る
場
合

は
、
共
済
金
の
請
求
が
可
能
だ
と
周
知
し
て

い
き
ま
す
。

■
牛
白
血
病
の
補
償
対
象
が

　
拡
充
さ
れ
ま
す

　
共
済
に
加
入
す
る
組
合
員
か
ら
家
畜
商
が

購
入
し
た
牛
が
、
牛
白
血
病
と
診
断
さ
れ
、

加
入
者
が
家
畜
商
に
賠
償
し
た
場
合
、
共
済

金
の
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
診
療
費
に
か
か
る
農
家
負
担
の

　
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
32
年
１
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る
家

畜
共
済
か
ら
、
病
傷
事
故
の
初
診
料
を
含
め

た
診
療
費
全
体
の
１
割
を
自
己
負
担
に
し
ま

す
。
自
己
負
担
割
合
は
、
現
行
の
自
己
負
担

額
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
す
（
図
３
）
。
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総
合
共
済
の
共
済
金
額
の
上
限
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

■
加
入
限
度
額
２
千
万
円 　
４
千
万
円

　

総
合
共
済
の
共
済
金
額
の
加
入
限
度
額

が
建
物
１
棟
あ
た
り
２
千
万
円
か
ら
４
千
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
火
災
共
済
の
共

済
金
額
の
加
入
限
度
額
６
千
万
円
と
合
わ
せ

て
、
１
棟
あ
た
り
１
億
円
ま
で
加
入
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
震
等
の
補
償
割
合
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

■
共
済
金
額
の

　
％
限
度　

　　
％
限
度

　

総
合
共
済
で
の
地
震
や
噴
火
、
こ
れ
ら

に
よ
る
津
波
（
以
下
「
地
震
等
」
と
い
い
ま

す
。）
の
被
害
へ
の
損
害
共
済
金
の
限
度
額

が
共
済
金
額
の
30
％
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
よ
り
手
厚
い
補
償
と
な
り
ま
す
。

小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
を

導
入
し
ま
す

　
損
害
の
額
が
30
万
円
以
下
の
場
合
、
損
害

の
額
と
同
額
の
損
害
共
済
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
特
約
で
す
。

　
こ
の
特
約
を
付
帯
で
き
る
の
は
、
火
災
共

済
も
し
く
は
総
合
共
済
に
共
済
金
額
１
千
万

円
以
上
の
加
入
ま
た
は
共
済
責
任
期
間
が
同

一
の
火
災
共
済
と
総
合
共
済
の
共
済
金
額
の

合
計
が
１
千
万
円
以
上
の
加
入
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

臨
時
費
用
担
保
特
約
の

給
付
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

選
択
制
に
な
り
ま
す

■
給
付
割
合　
％　
最
大　
％

　
損
害
に
伴
う
臨
時
の
費
用
に
対
し
て
支
払

い
を
上
乗
せ
で
き
る
特
約
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
給
付
割
合
は
損
害
共
済
金
の

20
％
と
一
律
で
し
た
が
、
最
大
30
％
ま
で
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
10
％
、
20
％
ま
た
は

30
％
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
臨
時
費
用
共
済
金
は
地
震
等
以
外

の
事
故
に
対
し
、
２
５
０
万
円
を
限
度
と
し

て
お
支
払
い
し
ま
す
。

特
別
費
用
共
済
金
の

対
象
事
故
を
自
然
災
害
ま
で

拡
大
し
ま
す

■
火
災
等
事
故　

 

　
火
災
等
事
故
＋
自
然
災
害
（
地
震
等
除
く
）

　

特
別
費
用
共
済
金
は
、
加
入
す
る
建
物

に
再
建
築
価
額
の
80
％
以
上
の
損
害
が
あ
っ

た
場
合
、
１
棟
に
つ
き
共
済
金
額
の
10
％

（
２
０
０
万
円
限
度
）
を
お
支
払
い
す
る
も

の
で
す
。

　
総
合
共
済
で
は
、
地
震
等
を
除
く
風
災
、

ひ
ょ
う
災
、
雪
災
、
水
災
の
自
然
災
害
に
対

し
て
も
特
別
費
用
共
済
金
の
支
払
い
対
象
と

し
ま
す
。

自
動
継
続
特
約
の
期
間
を

最
長
10
年
ま
で
延
長
し
ま
す

　
自
動
継
続
特
約
の
期
間
は
、
初
年
度
を
含

め
て
３
年
間
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
初
年
度

を
含
め
３
～
10
年
の
期
間
か
ら
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

掛
金
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
建
物
共
済
の
仕
組
み
改
善
に
伴
い
、
掛
金

率
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
火
災
共
済
は
、
被
害
率
が
低
下
し
た
こ
と

に
よ
り
掛
金
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
総
合
共
済
は
、
被
害
率
の
増
加
お
よ
び

補
償
内
容
の
拡
充
に
よ
り
、
掛
金
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
広
報
紙
「
和
み
」
で
お
知
ら
せ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

建
物
共
済
の
仕
組
み
が
改
善
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　

 

～
平
成
30
年
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト
～

総合共済に2,000万円加入している建物が
地震等で全壊した場合

共済金支払額  改善前 660万円➡改善後 1,000万円
　改善前　共済金＝　損害共済金　＋  残存物取片付け費用共済金
　　　　　　　  （2,000万円×30％）  （損害共済金の10％限度）
　　　　　　　　 ＝600万円＋60万円＝660万円

　改善後　共済金＝損害共済金（2,000万円×50％）＝1,000万円
　　　　　※残存物取片付け費用共済金は支払い対象外になります。

特 集 平成30年度  新たなＮＯＳＡＩが始動します

　
近
年
多
発
す
る
地
震
等
の
自
然
災
害
に
対

す
る
補
償
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
総
合
共
済

の
補
償
限
度
額
の
引
き
上
げ
や
地
震
等
事
故

の
場
合
の
補
償
割
合
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の

仕
組
み
改
善
が
、
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降

に
共
済
責
任
期
間
が
開
始
す
る
共
済
関
係
か

ら
行
わ
れ
ま
す
。

各事業の見通し適用時期

■平成30年　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	 ４月１日	 農業保険法および関係政省令施行
	 	 建物共済の仕組み改善スタート

	 ５月下旬	 通常総代会	
	 	 （新制度の危険段階の審議ほか）

	 10月上旬	 平成31年産麦共済加入申込期限	
	 	 任意加入制への移行	
	 	 一筆半損特例の導入	
	 	 地域インデックス方式の新設
■平成31年　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	 １月１日	 �これ以降に共済責任（掛金）期間〜	

園芸施設共済の短期加入廃止	
家畜共済に新制度を適用	
　　・死廃共済と病傷共済の分離	
　　・家畜の資産価値の拡充	
　　・包括共済の事務の簡素化	
　　・待期間の変更	
　　・牛白血病の補償対象の拡充

	 ３月上旬	 平成31年産果樹共済加入申込期限	
	 	 地域インデックス方式の新設	
	 	 補償割合選択の拡充

	 ５月上旬	 平成31年産水稲共済加入申込期限	
	 	 任意加入制への移行	
	 	 一筆半損特例の導入	
	 	 地域インデックス方式の新設

	 ６月上旬	 平成31年産大豆共済加入申込期限	
	 	 地域インデックス方式の新設	
	 	 補償割合選択の拡充
■平成32年　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	 １月１日	 �これ以降に共済責任（掛金）期間〜	

家畜共済の病傷共済の診療費の一部自己
負担

■平成34年　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	 ３月上旬	 平成34年産果樹共済加入申込期限	
	 	 �樹園地単位方式、特定危険方式の廃止

	 ５月上旬	 平成34年産水稲共済加入申込期限	
	 	 一筆方式の廃止

	 ６月上旬	 平成34年産大豆共済加入申込期限	
	 	 一筆方式の廃止

５  

危
険
段
階
別
の
共
済
掛
金
率
を

導
入
し
ま
す

　
本
組
合
で
は
こ
れ
ま
で
も
、組
合
員
ご
と
の

被
害
の
発
生
状
況
に
応
じ
て
危
険
段
階
別
掛

金
率
を
設
定
し
て
い
ま
し
た
が
、全
て
の
農
業

共
済
組
合
等
で
各
事
業
ご
と
に
導
入
し
ま
す
。

　
共
済
金
の
受
け
取
り
が
少
な
い
人
は
掛
金

率
が
段
階
的
に
下
が
り
、
組
合
員
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

６  

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
収
入
保
険
の
類
似
制
度
と
し
て
整
理
さ
れ

て
い
る
農
作
物
共
済
な
ど
の
共
済
事
業
に
す

で
に
加
入
し
て
い
る
組
合
員
が
、
収
入
保
険

に
加
入
す
る
場
合
、
切
り
替
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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と
畜
証
明
書
の
取
り
扱
い

が
変
わ
り
ま
す

春
作
業
前
に
農
機
具
の

点
検
を

平
成
30
年
産
生
産
計
画
書

（
営
農
計
画
書
）の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

総
代
302
人
が
決
ま
り
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
う
本
組
合
の
総
代
選
挙
は
、
全
選
挙
区
で
候
補

者
が
定
数
の
と
お
り
と
な
り
、
３
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
会
を

経
て
、
総
代
３
０
２
人
が
決
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

二
瓶
養
作
〈
新
〉

八
巻
健
太
郎
〈
再
〉

宍
戸　
信
〈
新
〉

佐
藤
日
出
夫
〈
新
〉

大
宮
三
郎
〈
再
〉

浅
野　
豊
〈
新
〉

●
角
田
市
（ 15
人
）

仙
石
利
幸
〈
新
〉

菅
野　
実
〈
新
〉

咲
間
久
男
〈
再
〉

佐
久
間
功
〈
再
〉

門
馬
希
道
〈
再
〉

鈴
木
福
雄
〈
再
〉

渡
邉　
啓
〈
再
〉

蓬
田
四
郎
〈
再
〉

齋
藤
秀
郎
〈
再
〉

松
崎
敏
夫
〈
再
〉

佐
藤　
一
〈
再
〉

水
戸　
通
〈
再
〉

清
水
克
広
〈
再
〉

佐
藤
義
則
〈
再
〉

日
下
徳
彦
〈
再
〉

●
丸
森
町
（ 10
人
）

渡
辺
良
仁
〈
再
〉

小
野
良
則
〈
再
〉

水
沼
秀
明
〈
再
〉

引
地
國
夫
〈
再
〉

佐
藤
保
男
〈
再
〉

佐
藤
和
雄
〈
再
〉

齋
藤
謙
一
〈
再
〉

小
野
義
一
〈
再
〉

大
槻
孝
雄
〈
再
〉

谷
津
義
和
〈
新
〉

  

県
南
支
所

●
白
石
市
（
９
人
）

半
田　
仁
〈
再
〉

髙
橋
順
一
〈
新
〉

村
上
一
男
〈
再
〉

松
野
義
朗
〈
新
〉

阿
部
祥
夫
〈
再
〉

八
島
孝
夫
〈
再
〉

小
野
武
雄
〈
再
〉

平
間
光
一
〈
再
〉

半
沢
猛
彦
〈
再
〉

●
蔵
王
町
・

　
七
ヶ
宿
町
（
６
人
）

村
上
八
三
郎
〈
再
〉

佐
藤
喜
一
〈
再
〉

福
田
隆
郎
〈
再
〉

阿
部
忠
敏
〈
再
〉

日
下
昌
宜
〈
再
〉

梅
津
賢
一
〈
再
〉

●
大
河
原
町
・

　
柴
田
町
（
６
人
）

髙
橋　
武
〈
再
〉

鈴
木
恒
男
〈
再
〉

松
田
善
一
郎
〈
再
〉

加
藤
善
憲
〈
再
〉

髙
橋
義
征
〈
再
〉

水
戸　
仁
〈
再
〉

●
村
田
町
・

　
川
崎
町
（
８
人
）

後
藤
文
夫
〈
再
〉

大
沼
善
明
〈
再
〉

  

宮
城
中
央
支
所

●
仙
台
市

　
東
部
地
区
（ 10
人
）

沼
田
講
記
〈
新
〉

沼
田
長
治
郎
〈
新
〉

大
友
仁
一
〈
再
〉

針
生
孝
充
〈
再
〉

大
友
保
彦
〈
再
〉

菊
地
英
俊
〈
新
〉

佐
藤
武
雄
〈
再
〉

阿
部
正
治
〈
新
〉

大
里
伸
治
〈
新
〉

川
嶋
松
治
〈
再
〉

●
仙
台
市

　
西
部
地
区
（
８
人
）

沼
田
胞
善
〈
再
〉

佐
藤　
茂
〈
新
〉

三
浦
秀
雄
〈
再
〉

菅
澤
仁
一
〈
再
〉

大
岩　
昇
〈
再
〉

二
階
堂
昭
夫
〈
再
〉

相
澤
良
夫
〈
再
〉

斎
藤
庄
一
〈
再
〉

●
塩
竃
市
・
松
島
町
・

　
利
府
町
・
多
賀
城
市
・

　
七
ヶ
浜
町
（
６
人
）

佐
藤
義
男
〈
再
〉

高
橋
利
徳
〈
再
〉

早
川
節
男
〈
再
〉

伊
藤　
勉
〈
新
〉

八
木
源
悦
〈
再
〉

我
妻
周
悦
〈
再
〉

●
大
和
町
・

　
富
谷
市
（
８
人
）

菅
原
英
雄
〈
再
〉

浅
野
一
男
〈
再
〉

鶉
橋
初
雄
〈
再
〉

木
皿
純
一
〈
新
〉

澤
田　
智
〈
新
〉

品
川
日
出
男
〈
再
〉

穀
田
好
光
〈
再
〉

庄
司
利
一
〈
再
〉

●
大
郷
町
・

　
大
衡
村
（
６
人
）

赤
間
春
男
〈
再
〉

高
橋
重
信
〈
新
〉

渡
辺
信
雄
〈
再
〉

髙
橋
信
悦
〈
新
〉

及
川　
隆
〈
再
〉

横
山
強
一
〈
再
〉

  

亘
理
名
取
支
所

●
亘
理
町
（ 10
人
）

鈴
木
武
夫
〈
再
〉

安
細
紘
司
〈
再
〉

森　
文
雄
〈
再
〉

末
木
貞
義
〈
新
〉

小
野
誠
一
〈
新
〉

三
戸
部
秀
明
〈
新
〉

山
川　
収
〈
新
〉

庄
司
貞
一
〈
新
〉

松
本
俊
彦
〈
新
〉

高
橋　
敏
〈
新
〉

●
山
元
町
（
６
人
）

清
野
仁
一
郎
〈
再
〉

鈴
木
忠
男
〈
新
〉

伊
藤
正
平
〈
再
〉

菊
地
義
雄
〈
再
〉

堀
川
国
男
〈
新
〉

阿
部
俊
一
〈
新
〉

●
岩
沼
市
（
６
人
）

伊
藤
芳
一
〈
再
〉

布
田
英
雄
〈
再
〉

守　
善
昭
〈
再
〉

斎
藤
房
郎
〈
再
〉

秋
山
憲
義
〈
再
〉

菅
原　
明
〈
再
〉

小
山
正
巳
〈
再
〉

佐
々
木
純
一
〈
再
〉

髙
橋
長
人
〈
新
〉

●
栗
原
市
志
波
姫
（
４
人
）

長
谷
部
勝
義
〈
再
〉

曽
根
堅
哉
〈
再
〉

三
浦　
晃
〈
再
〉

伊
藤
一
浩
〈
再
〉

●
栗
原
市
金
成
（
４
人
）

近
藤　
豊
〈
再
〉

二
階
堂
文
敏
〈
再
〉

千
田
敏
夫
〈
新
〉

佐
藤　
勝
〈
再
〉

  

迫
支
所

●
登
米
市
迫
（
７
人
）

佐
々
木
正
〈
再
〉

岩
渕
正
憲
〈
再
〉

髙
橋
元
昭
〈
新
〉

佐
々
木
昭
〈
再
〉

相
澤
吉
悦
〈
再
〉

浅
野
幸
男
〈
再
〉

佐
竹
友
雄
〈
再
〉

●
登
米
市
登
米
・

　
豊
里
・
津
山
（
７
人
）

髙
橋
美
徳
〈
再
〉

伊
藤
淳
弘
〈
新
〉

佐
々
木
優
〈
再
〉

伊
藤
久
義
〈
新
〉

加
美
山
徳
久
〈
再
〉

阿
部
篤
雄
〈
再
〉

熊
谷
康
之
〈
再
〉

●
登
米
市
東
和
・

　
石
越
（
７
人
）

松
野
秀
郎
〈
再
〉

小
野
寺
富
雄
〈
新
〉

岩
渕
和
也
〈
再
〉

本
田　
博
〈
再
〉

佐
藤
順
信
〈
再
〉

松
浦
忠
悦
〈
再
〉

二
階
堂
敬
一
〈
再
〉

●
登
米
市
南
方
（
５
人
）

鎌
田
善
太
郎
〈
再
〉

佐
々
木
正
悦
〈
再
〉

佐
藤
邦
彦
〈
再
〉

石
川
慶
記
〈
再
〉

黒
澤
一
郎
〈
再
〉

●
登
米
市
米
山
（
６
人
）

及
川
養
治
郎
〈
再
〉

小
野
市
男
〈
再
〉

新
田　
伸
〈
新
〉

栗
原
健
一
〈
新
〉

北
村
一
郎
〈
再
〉

神
田
雅
春
〈
新
〉

●
登
米
市
中
田
（
８
人
）

加
藤
義
直
〈
新
〉

佐
々
木
正
一
〈
新
〉

小
野
寺
久
〈
再
〉

佐
々
木
英
雄
〈
新
〉

佐
藤
博
俊
〈
再
〉

湯
澤
市
郎
〈
再
〉

佐
藤　
展
〈
新
〉

三
浦
政
敏
〈
再
〉

●
気
仙
沼
市

　
気
仙
沼
（
５
人
）

佐
藤
美
千
夫
〈
再
〉

千
葉
有
三
〈
再
〉

藤
田
忠
義
〈
再
〉

小
山
幸
太
郎
〈
再
〉

横
山
久
一
〈
再
〉

●
気
仙
沼
市
唐
桑
・

　
本
吉
（
４
人
）

吉
田　
博
〈
新
〉

中
舘
勇
策
〈
再
〉

佐
藤
幸
一
〈
再
〉

鳳
京
創
一
〈
再
〉

●
南
三
陸
町
歌
津
・

　
志
津
川
（
４
人
）

千
葉
能
利
夫
〈
再
〉

小
山
幸
七
〈
再
〉

首
藤
利
雄
〈
再
〉

佐
々
木
仁
〈
再
〉

  

石
巻
支
所

●
石
巻
市
石
巻
・

　
牡
鹿
・
女
川
町
（
５
人
）

髙
橋
三
男
〈
再
〉

門
脇
政
喜
〈
再
〉

阿
部
俊
秋
〈
再
〉

髙
橋
重
光
〈
新
〉

亀
山　
繁
〈
再
〉

●
石
巻
市
河
南
（
６
人
）

千
葉
清
喜
〈
再
〉

及
川
良
樹
〈
新
〉

車
田
定
則
〈
再
〉

土
井
国
雄
〈
新
〉

續　
敏
男
〈
再
〉

及
川
庄
治
〈
再
〉

●
石
巻
市
河
北
・

　
雄
勝
・
北
上
（
６
人
）

鹿
野
雅
義
〈
再
〉

佐
藤
由
紀
夫
〈
再
〉

髙
橋
正
治
〈
再
〉

梶
原
則
仁
〈
再
〉

三
浦
金
二
郎
〈
再
〉

武
田
敏
雄
〈
新
〉

●
石
巻
市
桃
生
（
４
人
）

成
澤　
深
〈
新
〉

髙
橋
伸
輔
〈
新
〉

酒
井
善
雄
〈
新
〉

三
浦
公
伸
〈
新
〉

●
東
松
島
市
（
６
人
）

木
村
富
男
〈
再
〉

鈴
木
仁
逸
〈
再
〉

村
田
正
幸
〈
再
〉

佐
藤
靜
男
〈
再
〉

後
藤
洋
一
〈
再
〉

八
木
正
一
〈
再
〉

鎌
田
健
一
〈
新
〉

岡
﨑
文
博
〈
再
〉

清
野
一
夫
〈
新
〉

●
名
取
市
（
９
人
）

髙
橋
俊
夫
〈
新
〉

小
島
孝
男
〈
再
〉

松
浦
岩
男
〈
新
〉

鈴
木
健
彦
〈
新
〉

相
澤
幸
一
〈
再
〉

松
浦
正
則
〈
新
〉

大
友
睦
男
〈
再
〉

小
泉
次
夫
〈
新
〉

川
村　
均
〈
再
〉

  

六
の
国
支
所

●
加
美
町
・

　
色
麻
町
（ 15
人
）

砂
金
善
吾
〈
再
〉

後
藤　
志
〈
再
〉

我
孫
子
弘
美
〈
再
〉

千
葉
正
浩
〈
再
〉

早
坂
良
雄
〈
再
〉

畠
山
義
信
〈
再
〉

鈴
木
武
司
〈
再
〉

浅
野
周
機
〈
再
〉

菊
地
利
行
〈
新
〉

三
嶋
秀
二
郎
〈
再
〉

板
垣
文
一
〈
新
〉

早
坂
三
治
〈
再
〉

畑
中
長
悦
〈
再
〉

髙
橋
甚
悦
〈
再
〉

遠
藤
清
市
〈
再
〉

●
大
崎
市
岩
出
山
・

　
鳴
子
温
泉
（
７
人
）

中
鉢
隆
夫
〈
再
〉

阿
部
洋
晴
〈
再
〉

千
葉　
久
〈
再
〉

工
藤
政
彦
〈
再
〉

長
田
耕
基
〈
新
〉

中
鉢
秀
俊
〈
再
〉

髙
橋
一
幸
〈
再
〉

  

大
崎
支
所

●
大
崎
市
古
川
１
（
９
人
）

成
田
善
作
〈
再
〉

佐
藤
勝
義
〈
再
〉

伊
藤　
功
〈
新
〉

二
瓶
昭
夫
〈
新
〉

伊
藤　
優
〈
再
〉

三
浦　
孝
〈
再
〉

中
森
昭
悦
〈
新
〉

髙
橋
国
治
〈
再
〉

齊
藤
正
範
〈
再
〉

●
大
崎
市
古
川
２
（
５
人
）

笠
原　
功
〈
再
〉

佐
藤
正
則
〈
再
〉

千
葉
朋
弘
〈
新
〉

鈴
木
久
義
〈
再
〉

森
川
強
一
〈
再
〉

●
大
崎
市
三
本
木
・

　
松
山
・
鹿
島
台
（
８
人
）

角
田　
専
〈
新
〉

佐
藤　
厚
〈
再
〉

千
田
早
苗
〈
再
〉

花
海
清
人
〈
再
〉

大
森
光
成
〈
再
〉

小
堤
孝
志
〈
再
〉

菅
原　
孝
〈
再
〉

佐
藤
久
一
〈
新
〉

●
大
崎
市
田
尻
（
６
人
）

菊
地
正
裕
〈
新
〉

佐
々
木
茂
廣
〈
再
〉

髙
橋　
昇
〈
再
〉

髙
橋
愼
治
〈
再
〉

髙
梨
功
喜
〈
再
〉

青
木
隆
義
〈
再
〉

●
涌
谷
町
（
７
人
）

渋
谷
直
哉
〈
新
〉

西
山
洋
一
郎
〈
再
〉

齋
藤
常
雄
〈
再
〉

小
島　
博
〈
再
〉

門
田
幸
治
〈
再
〉

平　
秀
正
〈
再
〉

稲
葉　
定
〈
再
〉

●
美
里
町
（
７
人
）

髙
橋
繁
廣
〈
再
〉

邉
見
勝
寿
〈
再
〉

渡
邉
雅
光
〈
再
〉

熱
海
順
一
〈
再
〉

高
橋
完
治
〈
新
〉

佐
々
木
裕
一
〈
再
〉

髙
橋
建
一
〈
再
〉

  

栗
原
支
所

●
栗
原
市
築
館
（
５
人
）

大
場
廣
輝
〈
新
〉

村
上
日
出
夫
〈
新
〉

佐
々
木
栄
夫
〈
再
〉

髙
橋
富
壽
〈
再
〉

髙
橋
利
見
〈
新
〉

●
栗
原
市
高
清
水
・

　
瀬
峰
（
４
人
）

佐
藤
一
徳
〈
新
〉

操　
正
一
〈
再
〉

中
野
則
夫
〈
再
〉

米
山　
篤
〈
再
〉

●
栗
原
市
若
柳
（
５
人
）

小
林
茂
樹
〈
再
〉

渡
邊
正
志
〈
新
〉

菅
原
盛
雄
〈
再
〉

小
野
寺
茂
〈
新
〉

大
場
一
夫
〈
再
〉

●
栗
原
市
一
迫
・

　
花
山
（
６
人
）

松
田　
敏
〈
再
〉

遊
佐
一
成
〈
再
〉

大
橋　
茂
〈
再
〉

渡
邉
文
夫
〈
再
〉

小
山
哲
也
〈
新
〉

千
葉　
純
〈
再
〉

●
栗
原
市
栗
駒
・

　
鶯
沢
（
７
人
）

白
田
和
彦
〈
再
〉

※
選
挙
区
ご
と
に
記
載
、（
　）は
定
数

※〈
再
〉
は
再
任
、〈
新
〉
は
新
任
　
※
敬
称
略

　

家
畜
共
済
で
は
こ
れ
ま
で
、
廃
用
事
故
の
際
に
は
と
畜
し

た
家
畜
の
精
算
書
（
仕
切
書
等
）
と
と
も
に
、
と
畜
証
明
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
牛
の
個
体
識
別
番
号
の
普
及
や
組
合
員
の
負
担

軽
減
、
事
務
処
理
の
簡
略
化
の
観
点
か
ら
、
と
畜
証
明
書
の

取
り
扱
い
を
変
更
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
発
生
し
た
廃
用
事
故
で
、
次
の

２
点
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
の
み
、
と
畜
証
明
書
を

提
出
願
い
ま
す
。

①
牛
が
、
と
畜
場
で
牛
白
血
病
も
し
く
は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
と
診
断
さ
れ

　
た
場
合

②
牛
以
外
の
廃
用
事
故

　
た
だ
し
、と
畜
し
た
家
畜
の
精
算
書
（
仕
切
書
等
）は
、
共
済

金
を
算
定
す
る
う
え
で
必
要
で
す
。
精
算
書
（
仕
切
書
等
）は
、

従
来
ど
お
り
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
各
支
所
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で
は
、
水
稲
共
済
の
引
受
お
よ
び
評
価
に
係
る

耕
地
情
報
を
、
地
域
再
生
協
議
会
お
よ
び
Ｊ
Ａ
等
で
取
り
ま
と
め
る

生
産
計
画
書
（
営
農
計
画
書
）
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
正
確
な
作
付
情
報
は
、
適
正
な
引
受
お
よ
び
評
価
に
必
要
と
な
り

ま
す
。
地
域
再
生
協
議
会
お
よ
び
Ｊ
Ａ
等
か
ら
平
成
30
年
産
生
産
計

画
書
兼
水
稲
共
済
異
動
申
告
票
等
関
係
書
類
の
確
認
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
ら
、
作
付
作
物
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

内
容
に
変
更
等
が
あ
る
場
合
は
、
訂
正
し
提
出
願
い
ま
す
。
ま

た
、
提
出
後
に
変
更
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域
再
生
協
議
会
ま
た

は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
各
支
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

収
入
保
険
は
、
平
成
30
年
７
月
か
ら
加

入
申
請
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
３
月
下
旬
か
ら
加
入

を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
地
域
説
明
会
を

行
う
ほ
か
、
５
月
か
ら
は
個
別
に
相
談
に

応
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

　
暖
か
く
な
り
、
春
の
農
作
業
が
始

ま
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
快
適
で

円
滑
な
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
ト
ラ

ク
タ
ー
を
使
用
す
る
前
に
保
守
点
検

と
整
備
を
行
い
、
故
障
や
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

□
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
の
水
量

□
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
量
や
汚
れ
、

　
オ
イ
ル
交
換

□
フ
ィ
ル
タ
ー
や
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

　
周
辺
の
汚
れ

レレレ

　
　

レレレレ □
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
の
遊
び

□
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

□
ロ
ー
タ
リ
ー
の
爪
の
ゆ
る
み

□
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
の
グ
リ
ス

　
ア
ッ
プ

ポ
イ
ン
ト

特 集 平成30年度  新たなＮＯＳＡＩが始動します

平
成
30
年
７
月

収
入
保
険
加
入
申
請
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

加入から保険金支払いまでのスケジュール
Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

3月下旬～ 5月～6月 7月～11月 12月 1月～12月 3月～6月

地　域
説明会

加入申請
受　付 　 保険料·

　 積立金
　 の納付

保険期間
保 険 金
等の請求
 · 支　払個別相談
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2
1収穫直前のコマツナ 2隔日で収穫作業を行っています 3青 と々育ったコマツナ
4分担して箱詰めを行っています 5農事組合法人ファーム七ヶ浜の皆さん

　
登
米
市
の
菅
原
静
夫
さ
ん

（
67
）
は
、
45
年
ほ
ど
前
か

ら
尺
八
を
始
め
、
日
本
郷
土

民
謡
協
会
や
若
柳
民
謡
同
好

会
に
所
属
し
て
演
奏
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
「
尺
八
奏
者

は
歌
い
手
を
引
き
立
て
る
こ

と
が
役
目
。
自
分
が
主
体
に

な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い

る
」
と
話
し
ま
す
。

　

静
夫
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
か

ら
聞
こ
え
て
き
た
尺
八
の
心
地
よ
い
音
色

に
ひ
か
れ
て
独
学
で
学
ん
だ
後
、
地
元
公

民
館
の
教
室
に
通
い
本
格
的
に
開
始
。
休

ん
で
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

石
越
民
謡
同
好
会
で
月
３
回
、
日
本
郷
土

民
謡
協
会
で
月
２
回
練
習
し
、
同
協
会
主

催
の
全
国
大
会
で
は
３
回
伴
奏
者
を
務
め

て
い
ま
す
。

　
「
妻
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
続
け

ら
れ
た
」
と
静
夫
さ
ん
。
妻
の
た
へ
子
さ

ん
（
67
）
は
「
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活

し
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
応
援
し

て
い
ま
す
。

　

静
夫
さ
ん
は
東
北
の
民
謡
の
ほ
と
ん
ど

を
演
奏
で
き
、
歌
い
手
の
音
域
に
合
わ
せ

て
長
さ
一
尺
三
寸
か
ら
二
尺
三
寸
ま
で
異

な
る
10
本
の
尺
八
か
ら
最
適
な
も
の
を
選

び
ま
す
。
「
歌
い
手
に
気
持
ち
よ
く
歌
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
息
の
は
き
方
を
合
わ
せ

る
な
ど
、
歌
い
手
ご
と
に
技
法
を
駆
使
し

て
演
奏
す
る
こ
と
が
難
し
く
も
あ
り
魅
力

で
も
あ
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

地
元
の
長
下
田
神
楽
保
存
会
で
太
鼓
を

担
当
す
る
な
ど
郷
土
芸
能
の
伝
承
に
も
積

極
的
で
、「
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
披
露
し
て
い
き
た
い
。
３
人
の
孫
の
う
ち

誰
で
も
い
い
か
ら
尺
八
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
た
ら
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
冬
場
の
収
入
を
確
保
す
る
と
と
も
に
通

年
雇
用
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
、
七
ヶ
浜

町
の
「
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
七
ヶ
浜

（
佐
藤
太
郎
代
表
理
事
・
69
歳
、
組
合
員

19
人
）
」
は
農
閑
期
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
活
用
し
た
コ
マ
ツ
ナ
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
佐
藤
代
表
は
「
通
年
作
業
す

る
こ
と
で
組
織
の
結
束
力
を
さ
ら
に
高
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
同
法
人
は
平
成
27
年
１
月
発
足
以
来
、

地
域
農
業
の
中
心
的
な
担
い
手
の
役
割
を

果
た
し
、
平
成
29
年
産
の
栽
培
実
績
は
水

稲
23
㌶
、
大
豆
17
㌶
に
及
び
ま
す
。　

　

経
営
の
柱
で
あ
る
こ
れ
ら
の
栽
培
期

を
除
く
農
閑
期
を
有
効
に
活
用
し
よ
う

と
、
昨
年
10
月
か
ら
は
、
育
苗
ハ
ウ
ス
５

棟
（
１
棟
あ
た
り
80
坪
）
で
コ
マ
ツ
ナ
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
震
災
で
災
害
危
険
区

域
に
指
定
さ
れ
た
土
地
を
町
か
ら
借
り

受
け
、
平
成
28
年
３
月
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
設
置
し
、
が
れ
き
や
石
を
取
り
除
い

て
排
水
対
策
な
ど
を
実
施
。
栽
培
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
佐
藤
代
表
は
「
震
災

前
は
住
宅
地
と
畑
地
が
混
在
し
て
い
た
場

所
だ
っ
た
の
で
畑
作
に
は
不
向
き
だ
っ
た

が
、
土
壌
を
改
良
し
て
も
ら
い
栽
培
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
１
棟
目
に
播
種
後
、
２
週
間
ほ
ど
の
間

隔
で
順
々
に
播
種
し
、
50
日
経
過
し
草
丈

25
㌢
ほ
ど
に
成
長
し
た
も
の
か
ら
収
穫
。

12
月
上
旬
か
ら
全
量
を
Ｊ
Ａ
全
農
に
出
荷

し
、
水
稲
作
付
け
の
準
備
を
始
め
る
３
月

中
旬
ま
で
隔
日
で
行
い
ま
す
。

　

温
度
管
理
と
水
分
確
保
が
ポ
イ
ン
ト

で
、
「
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
調
整
の
た
め
換

気
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
」
と
佐
藤
代

表
。
「
１
棟
ご
と
に
管
理
を
徹
底
し
、
生

育
状
況
を
見
な
が
ら
収
穫
・
出
荷
作
業
を

進
め
て
い
る
。
収
穫
量
２
㌧
が
目
標
」
と

話
し
ま
す
。

　
佐
藤
代
表
は
「
冬
場
の
収
入
確
保
、
採

算
性
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
高
品
質
の
商
品

提
供
を
目
指
し
た
い
。
プ
ロ
意
識
を
持
っ

て
通
年
作
業
す
る
こ
と
で
、
組
織
の
結
束

力
を
高
め
て
い
け
た
ら
」
と
意
欲
を
燃
や

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
フ
ァ
ー
ム
七
ヶ
浜

　
　
　
　
　
　
☎
０
２
２‒

３
６
２‒

１
９
８
０

地　域
の

話 題

地　域
の

話 題

技
を
駆
使
し
尺
八
演
奏

引
き
立
て
役
に
徹
す
る

菅
原　
静
夫
さ
ん
（
登
米
市
）

笑
顔
あ
ふ
れ
る
牧
場
に
し
た
い

い
わ
ぬ
ま
ひ
つ
じ
村
（
岩
沼
市
）

育
苗
ハ
ウ
ス
で
コ
マ
ツ
ナ
栽
培

組
織
の
強
化
を
図
る

　

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
七
ヶ
浜
（
七
ヶ
浜
町
）

1

地　域
の

話 題
4

　

千
年
希
望
の
丘
（
岩
沼
市
玉
浦

地
区
）
近
く
に
こ
の
ほ
ど
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
土
地
３
㌶
を

活
用
し
た
牧
場
「
い
わ
ぬ
ま
ひ
つ

じ
村
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
広

場
、
農
園
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
併
設
し

て
お
り
、
原
田
勝
成
管
理
長
（
64
）

は
「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
村
に
し
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
村
は
平
成
27
年
11
月
、
土
地

の
景
観
改
善
や
除
草
の
た
め
に
羊

２
頭
（
名
前
：
た
ま
・
う
ら
）
を

飼
っ
た
こ
と
か
ら
設
営
計
画
が
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
羊
が
い
る
と
足
を

運
ん
で
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

　
「
手
作
り
し
た
も
の
全
て
に
物
語
が
あ

る
」
と
原
田
管
理
長
。
地
域
の
人
た
ち
を

中
心
に
が
れ
き
を
拾
い
、
牧
柵
を
打
っ
た

り
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
を
全
て
手
作
り
す

る
な
ど
、
一
つ
一
つ
に
思
い
出
が
詰
ま
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　

同
村
で
は
、
２
種
類
の
羊
「
サ
フ
ォ
ー

ク
」
と
「
マ
ン
ク
ス
ロ
フ
タ
ン
」
を
21
頭
飼

養
。
無
料
で
開
放
し
、
放
牧
時
間
に
は
羊

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
広
場
に
設
置
さ
れ
た
テ
ー
ブ

ル
や
ベ
ン
チ
で
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
天
気
が
良
い
日
は
多
く
の

来
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
原
田
管
理
長
は

「
楽
し
い
空
間
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
や
羊
情
報
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
羊

新
報
（
毎
週
発
行
）
を
通
じ
て
発
信
し
、
原

田
管
理
長
は
「
多
く
の
方
に
来
て
も
ら
え

る
村
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し

ま
す
。

▲尺八を演奏する静夫さん

3

5

▲野菜を与える原田管理長
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▲定植　■収穫栽培カレンダー（露地）
 月 5 6 7 8 9

宮城県

畑作り（例　kg／1アール）
完熟堆肥
苦土石灰

200
10～12

施肥（例　kg／1アール）
緩効性肥料 6～7元肥
速効性肥料 2追肥

（元肥はベッドになる部分にのみ散布）

科　　名：ウリ科
連作障害：あり（1～2年あける）
発芽適温：25～30℃
生育適温：20～28℃
栽植距離：畦幅３㍍
　　　　　株間40㌢（単条植え）
　　　　　※親つる１本仕立ての場合

kitchen garden

四季の畑

口
座
振
替
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で
は
、
納
入
手
続
き
の
簡
素
化

と
不
祥
事
の
未
然
防
止
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納

入
に
つ
い
て
「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

家
畜
の
異
動
を
お
忘
れ
な
く

　

飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
各
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
連
絡
が
無
か
っ
た
り
遅
れ
た
場
合
、
共
済
金
が
支

払
わ
れ
な
い
こ
と
や
既
に
お
支
払
い
し
た
共
済
金
の

一
部
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
連
絡
が
必
要
な
の
は

導
入
・
出
荷
・
出
生
・
放
牧
や
共
進
会
に
出
場
・
飼

養
場
所
変
更
・
死
亡
・
廃
用
・
と
畜

の
場
合
で
す
。

　わたしの家は７人家族です。おじいちゃんと
おばあちゃん、お父さん、お母さんの４人でお米のほかにキュ
ウリ、ホウレンソウを作っています。
　キュウリは「かがやき姫」のブランドで、とってもこだわっ
て作っています。歯ごたえとみずみずしさがすごくておいし
いです。
　家族みんなでする農作業は大変だけど、とても楽しいです。
私も大きくなったらお父さんやお母さんを手伝いたいです。

「うちのキュウリが一番」

齋　藤　千
せ

　愛
ら

白石市　森 　弘
ひろ

  江
え

 さん

　専門学校で介護や福祉を学んだ後、蔵
王町の老人介護施設に勤務し、福祉サー
ビスに携わっています。
　力仕事が多く大変ですが、お年寄りが
大好きなので充実しています。顔を覚え
てもらい、「あなただから」と信頼され
ると、この仕事に就いて良かったと感じ
ます。
　休日はショッピングしたり、後輩と
食事をし、リフレッシュしています。毎
年職場でカラオケ大会が開かれるので、
練習のためのカラオケにも力を入れてい
ます。

　 

露
地
栽
培
方
法

①��

定
植
１
週
間
前
ま
で
に
施
肥
・
畑
作
り
を

し
ま
す
。

　

�

元
肥
は
ベ
ッ
ド
に
な
る
部
分
に
の
み
散
布

し
、
耕
う
ん
し
ま
す
。

　

�

雑
草
や
乾
燥
防
止
の
た
め
、
黒
マ
ル
チ
を

張
り
ま
す
。

②�

定
植
す
る
前
に
、
株
間
40
㌢
で
植
え
穴
を

あ
け
ま
す
。

③�

植
え
穴
に
水
を
十
分
に
入
れ
、
定
植
は
親

つ
る
を
伸
ば
し
た
い
方
向
へ
約
45
度
に
傾

け
て
、
斜
め
に
定
植
し
ま
す
。

　

�

定
植
後
は
、
風
対
策
に
竹
や
棒
な
ど
で
押

さ
え
ま
す
。

④�

つ
る
が
マ
ル
チ
か
ら
畝
間
に
伸
び
る
前

に
、
畝
間
を
耕
う
ん
し
、
敷
き
わ
ら
を
敷

き
ま
す
。

⑤�
整
枝
作
業
と
し
て
、
親
つ
る
一
本
仕
立
て

の
場
合
は
12
節
以
降
（
１・
２
㍍
離
れ
た

位
置
）
に
着
果
さ
せ
る
の
が
望
ま
し
い
た

め
、側
枝
は
着
果
節
ま
で
摘
み
取
り
ま
す
。

⑥�

着
果
節
位
の
雌
花
が
開
花
し
た
ら
、
朝
８

時
ご
ろ
ま
で
に
人
工
交
配
を
行
い
ま
す
。

※�

交
配
日
を
記
録
し
て
お
く
と
、
収
穫
適
期

の
目
安
に
な
り
ま
す
。

⑦�

開
花
後
15
～
18
日
こ
ろ

（
果
実
直
径
15
～
18
㌢
）

に
腐
敗
防
止
と
着
色
促

進
の
た
め
、
果
実
マ
ッ

ト
を
敷
き
ま
す
。

⑧�

収
穫
適
期
は
、
開
花
後
45
～
50
日
こ
ろ
で
す
。

　

�

目
安
と
し
て
、
果か

梗こ
う
（
へ
た
）
の
基
部
が
は
じ
め
に
縦
割

り
に
入
り
、
そ
の
後
横
割
れ
が
入
っ
て
か
ら
で
す
。
収
穫

後
は
日
陰
で
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
へ
た
の
切
り
口

を
乾
か
し
ま
す
。

⑨�

カ
ボ
チ
ャ
の
食
べ
頃
は
品
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
収

穫
し
て
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
品
種
も
あ
れ
ば
、
少
し
貯
蔵
し

て
か
ら
食
べ
頃
に
な
る
品
種
も
あ
り
ま
す
。

　

�「
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
」
は
収
穫
し
て
２
週
間
後
か
ら
が
食
べ

頃
で
す
。

　 

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

◎�

カ
ボ
チ
ャ
は
湿
害
に
弱
い
で
す
。
排
水
の
良
い
圃
場
作
り

が
疫
病
な
ど
の
病
害
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎�

着
果
後
は
草
勢
が
衰
え
や
す
く
、
う
ど
ん
こ
病
が
発
病
し

や
す
く
な
る
の
で
、
追
肥
に
よ
る
草
勢
の
維
持
が
大
事
で

す
。
着
果
前
後
か
ら
の
薬
剤
散
布
も
効
果
的
で
す
。

春定植におすすめの野菜

 カボチャ

お
す
す
め
品
種

最大の特徴は、緻密な粉質で食味が極め
て良いことです。
葉も大きめで、うどんこ病に比較的強い
です。開花後 45 ～ 50 日くらいで収穫
期に達します。

ダークホース

（株式会社 渡辺採種場）

定植適期苗
❶本葉３枚前後の苗。
❷葉と茎が大きくがっちり。
❸�双葉があり、節間が短い。

　
和
食
や
洋
食
、
お
菓
子
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
に
合
う
カ
ボ
チ
ャ
を
、
ぜ
ひ
ご
家
庭

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
食
味
抜
群
の
カ
ボ

チ
ャ
「
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
」
の
、
苗
か
ら
の
栽

培
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ

お詫びと訂正

　広報紙「和み」１月号（No.16）
の「絆レター」で、氏名が間違っ
ておりました。申し訳ございま
せんでした。

（誤）佐久間  敏希くん
（正）佐久田  敏希くん

　また、「NOSAIサポーターズ」
でも氏名が間違っておりました。
大変失礼いたしました。

（誤）佐々木  哲夫さん
（正）佐々木  哲男さん

信頼され  やる気に
石
巻
市
和
渕
　
齋
藤
農
園

齋
　
藤
　
千せ

　
愛ら 

ち
ゃ
ん (

9
）

	

哲て
つ

　
道み

ち 

く
　
ん (

7
）

お
父
さ
ん	

哲て
つ

　
仁ひ

と 

さ
　
ん

お
母
さ
ん	

め
ぐ
み 

さ
　
ん

お
じ
い
さ
ん	

哲て
つ

　
郎ろ

う 

さ
ん

お
ば
あ
さ
ん	

 

正し
ょ
う

　子こ 

さ
ん

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん	

ふ
み
こ 

さ
ん

雄花

雌花

15101520

摘芯する場合は、１個どりでは25節
２個どりでは35節で！
摘芯する場合は、１個どりでは25節
２個どりでは35節で！

当日開花した雄
花を利用します。

トスコＦマット

雄花の花びらを取
り、花粉を雌花の
柱頭につけます。

雌花は花の下が
膨らんでいます。

13 和み 2018. 3 和み 2018. 3 12
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二重枠のところに入った文字を組み合わせて、
一つの言葉にして下さい。

ヒント▶枕草子

　
は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り
明
記
の
上
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

10
人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
〆
切 

平
成
30
年
4
月
20
日（
当
日
消
印
有
効
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報
提
供
な
ど
、
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
の
応
募
に
合
わ
せ
て
の
お
便
り
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

平
成
29
年
6
月
1
日
か
ら
郵
便
は
が
き
料
金
は
62
円

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 ※�ご応募いただいた個人情報は、紙面づくり以外

の目的には使用しません。

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

仙
台
市
青
葉
区
上
杉

　
　
　
　
　   

1
丁
目
8
の
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 162
（裏面）　　　 《記入例》 　　（宛先面）

　
亘
理
町
の
悠ゆ

う
里り

館か
ん
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
亘
理
駅
東

に
あ
り
ま
す
。
城
の
姿
を
し
た
５
階
建
て
の
建
物

で
、
平
成
６
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
１
階
が
郷
土
資
料
館
、
２
階
が
図
書
館
、
最
上

階
の
５
階
が
展
望
ホ
ー
ル
で
、
建
物
の
周
り
に
は

桜
が
70
本
ほ
ど
植
樹
さ
れ
、
北
側
に
あ
る
悠
里
公

園
は
亘
理
桜
十
選
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
亘
理
伊
達
氏
に
ま
つ
わ
る

品
を
は
じ
め
、
町
の
歴
史
や
民
俗
、
文
化
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
伊
達
成し
げ

実ざ
ね

公
生
誕

４
５
０
年
を
記
念
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

図
書
館
に
は
、
一
般
書
籍
は
も
ち
ろ
ん
郷
土
関

連
の
資
料
な
ど
16
万
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
も
数
多
く
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
読
書
コ
ー
ナ
ー
や
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、ゆ
っ
た
り
と
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
展
望
ホ
ー
ル
か
ら
は
太
平
洋
や

蔵
王
の
山
並
み
な
ど
が
見
渡
せ
、
歴
史
好
き

の
み
な
ら
ず
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆�

２
月
に
な
る
と
申
告
の
時
期
で
す
ね
。
毎
年
頭
を
痛
め
て
い
ま

す
。
整
理
を
始
め
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。	

 
	

（
石
巻
市
Ⅰ
・
Ｔ
さ
ん
）

◆�

四
季
の
畑
で
ネ
ギ
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
う
ま
く
収
穫

で
き
な
い
の
で
、参
考
に
し
て
、
今
年
こ
そ
は
成
功
し
た
い
で
す
。 

	

（
登
米
市
Ｏ
・
Ｙ
さ
ん
）

◆�

絆
レ
タ
ー
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
生
き
て
い
く
う

え
で
、
農
業
が
一
番
大
事
だ
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
12
歳
で

こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
は
立
派
で
す
ね
。
こ
の
ま
ま

持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。	

 
	

（
名
取
市
Ｗ
・
Ｋ
さ
ん
）

◆�

釣
石
神
社
に
は
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

	

（
加
美
町
Ｏ
・
Ｍ
さ
ん
）

◆�

今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
ヒ
ン
ト
は
ひ
ね
り
ま
し
た
ね
～
。	

 
	

（
多
賀
城
市
Ｓ
・
Ｔ
さ
ん
）

◆�

わ
が
家
の
味
＊
レ
シ
ピ
毎
回
楽
し
み
で
す
。
し
そ
巻
き
カ
ツ
は
素

晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。
お
弁
当
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。	
 

	

（
丸
森
町
Ｋ
・
Ｙ
さ
ん
）

 

お
た
よ
り
広
場

応  募  方  法

休 館 日／月曜、祝日、年末年始、毎月最終金曜日
開館時間／資料館：９時～16時30分、図書館：10時～19時

 タテのカギ
❶西の明石　東の志津川。
❷建設業経理のプロ「建設業○○○○」。
❸「物の中心部・核」のほか「熱心な」という意味。
❹一年を同様の天候で区切ったもの。シーズン。
❺繁殖雌牛の読み仮名は「はんしょく○○○○」。
❽葛粉が原料の麺状にした食べ物。
❿たくさんの人や物のひとつひとつ。
⓬テレビドラマ化された小説「陸王」の作家「○○○○潤」。
⓮パン製造やビール、ブドウ酒醸造などに用いられるもの。
⓰首都はバンコク。
⓱非常に不思議なこと。「○○不思議」。
⓳農業用一輪車。

ヨコのカギ
❶イネ科の若芽で春の味覚の代表食材。
❹肌理の読み仮名。
❻わざとすること。
❼ネットワークやシステムに接続すること。
❾ブラジル第２の都市の略称。
⓫頭が痛いこと。
⓬二度蒸しした茶色い生麺を用いる「○○○○○焼きそば」。
⓭○○主義⇔愛他主義。
⓯洋風家屋ではフローリング、和風家屋では○○○○。
⓲畑で作物を作るために細長く直線状に盛り土したところ。
⓴「荒城の月」の作詞者。○○晩翠。
�宮城の名産品「笹○○○○」。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
な
体
と
心
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
同
市
体
育
協
会
の
三
本
木
支
部

長
と
し
て
、
各
団
体
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
７
月
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
と
も
に
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
世

代
を
超
え
た
交
流
と
健
康
増
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ス

ポ
ー
ツ
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

▼�

総
代
歴
16
年

　
共
済
部
長
歴
３
年

　
三
本
木
地
区
共
済
部
長
会
長

▼�

共
済
部
長
歴
11
年

　
損
害
評
価
員
歴
９
年

　
色
麻
地
区
共
済
部
長
会
長

　
兼
業
農
家
で
、
休
日
を
利
用
し
水

稲
50
㌃
の
ほ
か
、
畑
15
㌃
で
ハ
ク
サ

イ
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
を
手
掛
け
て
い

ま
す
。
へ
そ
大
根
や
漬
物
を
作
り
近

所
に
配
る
と
好
評
な
の
で
、
直
売
所

な
ど
で
販
売
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
量
産
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
味

に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

　
当
管
内
で
は
、
組
合
員
も
わ
れ
わ

れ
共
済
部
長
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
後
継
者
育
成
が
課
題
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
と
も
に
歩
ん
で
い

く
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
将
来
に
向
け

て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
崎
支
所

大
崎
市
三
本
木

花は
な

海う
み 

清き
よ

人と

さ
ん
（
72
）

六
の
国
支
所

色
麻
町

早
坂 

洋
一
さ
ん
（
67
）

岩沼市
 いわぬまひつじ村

　
暖
か
な
日
差
し
の
中
、い
わ
ぬ
ま
ひ
つ
じ
村
（
岩
沼
市
）

で
撮
影
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
牧
場
を
開
く
ま
で
の

整
地
や
牧
柵
作
り
な
ど
に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
ま
し
た
。「
た
く
さ
ん
の
人
が
柵
の
中
に
入
っ
て
き
て
、

羊
た
ち
は
驚
い
て
い
る
ね
」
と
、
い
つ
も
と
違
う
様
子
の

羊
た
ち
を
気
遣
っ
て
い
ま
し
た
。

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
は

　『
ツ
リ
イ
シ（
釣
石
）』

        

　
　
　　
　
　
　
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

阿
　
部
　
幸
　
子
さ
ん
（
山
元
町
）

菅
　
井
　
千
　
春
さ
ん
（
名
取
市
）

織
　
田
　
ま
ゆ
子
さ
ん
（
加
美
町
）

髙
　
橋
　
修
　
子
さ
ん
（
大
崎
市
）

田
　
代
　
美
紀
彦
さ
ん
（
栗
原
市
）

二
階
堂
　
タ
キ
子
さ
ん
（
栗
原
市
）

菅
　
原
　
里
　
美
さ
ん
（
栗
原
市
）

鈴
　
木
　
祐
　
子
さ
ん
（
登
米
市
）

齋
　
藤
　
愛
　
己
さ
ん
（
登
米
市
）

及
　
川
　
綾
　
音
さ
ん
（
東
松
島
市
）

前号の答えと当選者

撮影を
終えて

悠里館
（亘理町）

N
悠里館

122

10

●
●

●

●
亘理町役場 亘理小

消防署

警察署 ●ヨークベニマル

●

●

フレスコキクチ
亘理店

塩釜亘理
線

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

至岩沼

至相馬

亘理

6

１階資料館内

文化発信施設「悠里館」入口

春には周囲の桜を楽しむことができます
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城
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農
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共
済

組
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（
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Ｏ
Ｓ
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宮

城
）

〒
980 -0011 宮

城
県

仙
台

市
青

葉
区

上
杉

1 -8 -10
TEL 022 -225 -6701　

FA
X 022 -262 -6406　

U
R

L http://w
w

w
.nosaim

iyagi.or.jp/　
 印

刷
  川

嶋
印

刷
株

式
会

社

本　　所　〒 980-0011 
仙台市青葉区上杉1-8-10 
TEL 022-225-6701
県南支所　〒 981-1505 
角田市角田字町田１１３ 
TEL 0224-63-2012
宮城中央支所　〒 983-0821 
仙台市宮城野区岩切字昭和東 112-3 
TEL 022-396-3070
亘理名取支所　〒 989-2301 
亘理町逢隈中泉字一里原 28-8 
TEL 0223-34-5031
六の国支所　〒 981-4265 
加美町字矢越 226 
TEL 0229-64-1380

大崎支所　〒 989-6166 
大崎市古川東町 5-37 
TEL 0229-22-2141
栗原支所　〒 987-2203 
栗原市築館字下宮野中田 100 
TEL 0228-23-7111
迫 支 所　〒 987-0512 
登米市迫町森字平柳 34-88 
TEL 0220-22-8411
石巻支所　〒 986-1111 
石巻市鹿又字曽波の神前 172 
TEL 0225-75-2331
県南家畜診療センター　〒 989-0731 
白石市福岡深谷字桜丘前１０ 
TEL 0224-25-4565

中央家畜診療センター　〒 989-6251 
大崎市古川小野字嵐山 26-1 
TEL 0229-28-2581
県北家畜診療センター　〒 987-0511 
登米市迫町佐沼字中江 1-3-1 
TEL 0220-22-2790
家畜診療研修所　〒 981-3602 
大衡村大衡字平林 39-4 
TEL 022-345-2241

宮城

＊料理紹介者　
　栗原市 

　氏家 久美子 さん

作 り 方

❶ �フライパンを熱してサラダ油を入れ、食べやすい大きさに切ったホウ
レンソウを炒め、皿に移しておく。

❷ �フライパンに小さく切ったベーコン、タマネギ、シメジを入れて中火
で炒め、塩、コショウで味付けする。

❸ �❷に火が通ったら弱火にしてバターを入れ、具材と合わせる。
❹ ❸に米粉を入れて合わせ、牛乳を流し入れて焦げないように炒める。
❺ �❹にとろみがついてきたらみそを入れてしっかり混ぜ、味を調え❶を

加える。
❻ �イングリッシュマフィンを包丁で切り開き、❺を載せ、上にチーズを

載せる。
❼ �240度に予熱したオーブントースターで❻を5分焼いたら出来上がり。

材 料 （ 4 人 分 ）

・イングリッシュマフィン… ……… 4個
・ベーコン…………………………… 3枚
・タマネギ………………………… 1/2個
・シメジ…………………………… 1/2株
・ホウレンソウ……………………… 3株
・米粉… …………………………大さじ2
・牛乳または豆乳………………… 200cc
・みそ………………………… 小さじ1/2
・バター……………………………… 20ｇ
・塩………………………………… 少々
・コショウ…………………………… 少々
・チーズ……………………………… 適量
・サラダ油…………………………… 適量

イングリッシュマフィンで
米粉グラタン

★�ホワイトソースは具材を炒めながら作るので簡単です。
★�米粉を使うとだまになりにくいです。
★�みそを入れるとこくが出ます。


